
一般社団法人 健康生きがいづくりアドバイザー北海道協議会 

定期総会議事録 

 

日時  平成３０年５月２６日 午後２時５分から３時１５分 

場所  「ちえりあ」 ２階 中研修室１ 

 

正会員数 ８８名 出席正会員２２名 委任状３９名 合計６１名    

（過半数４５名） 

 

 

＜大柳事務局長＞ 

ただいまから、一般社団法人 健康生きがいづくりアドバイザー北海道協

議会の定期総会を開会したいと存じます。 

本総会の出席の確認は定款により、平成３０年３月３１日現在の人数によ

ることになります。それによると、本日の出席者は２２名。渡邊代表に委任

状が提出されている欠席者が３９名。あわせて６１名です。３月３１日現在

の正会員数は８８名、定款により、過半数４５名以上の出席数がありますの

で、総会は成立しております。 

では、最初に渡邊代表からご挨拶をもうしあげます。 

 

＜渡邊代表＞ 

  皆様、本日はお忙しいなか、お集りいただき、有難うございます。また, 

日ごろのご協力、ご理解を感謝申し上げます。 

 一般社団法人となって、今年度は３年目になります。一般社団法人となり 

ましたが、課題は山積です。アドバイザーとしての活動をどうやっていくか、 

具体的な事業の構築と実践をしていきたいと考えております。 

本日は、皆様の忌憚のないご意見を聞かせていただきたいと存じます。 

また、本日は、財団から吉田副理事長と松浦常務理事のお二人にオブザーバ

ーとして参加頂いております。 

皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

<大柳事務局長＞ 

続いて、議長を選任したいと思います。立候補される方はいらっしゃいます 

   か？立候補がありませんので、事務局に一任ということでよろしいですか。 

 



「異議なし」の声 

 

それでは、崎野康智さんにお願いします。 

＜議長＞ 

ただいま議長を仰せつかった崎野です。議事進行を皆様のご協力をいた 

   だきながら進めていきたいと思います。よろしくお願いします。 

最初に、本日の総会の書記２名を選出したいと思います。立候補される方

はいらっしゃいますか？ 

お声がないので、事務局一任とさせていただきますが、ご異議ございませ

んか？ 

 

「異議なし」の声 

 

それでは、事務局に一任します。 

 

＜大柳事務局長＞ 

書記に川辺きよみさん、長谷川久子さんの２名にお願いします。 

 

＜議長＞ 

それでは、書記に川辺さん、長谷川さん、よろしくお願いします。次に、

議事録署名人ですが、総会規程により理事から２名、議長が指名することと

なっていますので、石川さん、大柳さん、よろしくお願いします。 

それでは、審議に入ります。 

第１号議案 役員再任の件です。現在の役員は今回の定期総会で任期満了

となりますが、引き続き再任ということでよろしいですか。異議がなければ

拍手で承認を頂きたいと思います。 

 

「拍手多数」 

 

  拍手多数により第１号議案は承認されました。 

つづいて、第２号議案 ２９年度事業報告及び決算報告承認の件です。 

説明をお願いします。 

 

＜大柳事務局長＞ 

（別紙により２９年度の主な事業や活動の報告がなされた。） 

 



＜石川副代表＞ 

  昨年度は、養成講座は６名が誕生し、「はたち会」と名付けられて活動をし

ております。受講者は、年々厳しい状況になっております。受講費が高く、

北海道の現状にあっていないのではないか、また、テキストの分量、中身に

も検討すべき余地があるのではないかと、考えているところです。 

 

＜渡邊代表＞ 

各サークルの活動について説明がなされた。その概要は、以下の通り。 

   １ 「笑っ・チャオ会」 例会を年１２回。駒岡保養センターの講座（４

～９月）。カルチャーナイトなど、随時活動が８回。 

   ２ 「たまてばこ」 昨年はお休み状態。 

   ３ 「玉すだれ」 ２０周年記念行事参加、他、芸能訪問を２回。 

   ４ 「生きがい探偵団」 ２０周年記念行事参加 

   ５ 「健食塾」 定例の開催のほか、市社会福祉協議会（市社会福祉総

合センター）のアトリウムで、月２回健康相談。地域連携事業とし

て、あいの里で開催。 

   ６ 「健康麻雀教室」 月４回星園にて開催。 

 

＜議長＞ 

以上について、質問はありませんか？ 

ないようですので、次に、決算報告及び会計監査報告をお願いします。 

 

＜中川副代表＞ 

  （別紙 「貸借対照表」、「損益計算書」、「勘定科目内訳」により、説明がな 

  された。） 

 

＜議長＞ 

  監査報告をお願いします。 

 

＜楫監事＞ 

 （4月 19日に松浦清監事とともに決算書類の監査を行い、適正に処理され 

  ていることの報告がなされた。） 

 

＜議長＞ 

決算報告及び会計監査報告について、何か質問はありますか？ 

ないようですので、拍手で第２号議案について承認をお願いいたします。 



 

「拍手多数」 

 

拍手多数により、第２号議案は承認されました。 

つづいて、第３号議案 ３０年度事業計画及び予算案承認の件の説明をお願

いします。 

 

＜渡邊代表＞ 

（別紙により３０年度の計画について説明がなされた。） 

 

＜石川副代表＞ 

  今年度の養成講座については、女性２名の申し込みがあったが、一人は自

宅の建て直し、もう一人は親族の不幸により、キャンセルとなった。以上に

より今年度は中止せざるをえないと考えている。ただ、養成講座は予算およ

び健生の活性化の両面から必要と思うので、会員の一人一人が身近な問題と

してとらえ、強力な助力をお願いしたいと考えている。 

 

＜議長＞ 

以上について、質問はありますか？ 

 

＜杉谷＞ 

  養成講座についてだが、まず、講座内容につき変更していく必要があると

思う。次に、ＰＲ方法だが、道新に頼らず、健生のチラシなどで、健生の活

動を紹介するなかで養成講座をＰＲしていく。そして、満を持して例えば秋

に開催するといったことも必要ではないか？ 

 

＜石川副代表＞ 

  全くそのとおりと思う。チラシを作り、道新に載ったからＯＫということ

ではなく、早めに計画し、他の事業とも連動してＰＲしていく努力が必要と

思う。今後。十分に検討していきたい。 

 

＜議長＞ 

質問は他にないようですので、次に予算案について説明をお願いします。 

 

＜中川副代表＞ 

（養成講座中止による修正版により、説明がなされた） 



 

＜議長＞ 

以上について、質問はありますか？ 

ないようですので、 拍手で第３号議案について承認をお願いいたします。 

 

「拍手多数」 

 

拍手多数により、第３号議案は承認されました。 

次に、第４号議案 宮岸和子氏名誉会員承認の件です。名誉会員は理事会   

  の推薦があり、総会の承認があれば、本人の承諾により選任できます。それ

では、推薦理由をお願いします。 

 

＜渡邊代表＞ 

  宮岸さんは長年「ふまねっと」や「たますだれ」で本会の活動に協力をし

ていただいた。昨年度をもって、９０歳という年齢により退会されたが、そ

のボランティア精神は私達のお手本となるものです。ぜひ、名誉会員となっ

ていただきたいと思います。 

 

＜議長＞ 

  質問はありますか。 

  ないようですので、拍手で第４号議案の承認をお願いいたします。 

 

「拍手多数」 

 

  拍手多数により、第４号議案は承認されました。 

  有難うございました。これで、すべての審議が終わりました。本日はどうも 

有難うございました。 

 

＜大柳事務局長＞ 

  以上を持ちまして、本日の定期総会を終了させていただきます。 

   なお、本日の定期総会の議事録は、メーリングリストで発信するほか、ホー 

ムページにも掲載します。また、事務所にも置き、閲覧もできます。 

皆様、本日は、どうも有難うございました。 

 

 

 



 

本定期総会は、法令の定めるところにより議事録を作成し、一般社団法人健 

康生きがいづくりアドバイザー北海道協議会定款及び健生北海道規程第２５

条並びに健生北海道総会規程第２０条に基づき、議長並びに本総会で選出され

た議事録署名人２名が記名押印する。 

 

 

                      平成３０年５月２６日 

 

 

議  長          﨑野康智  印 

 

 

 

議事録署名人      石川義勝   印 

 

 

 

議事録署名人       大柳陽紀   印 


